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当資料は、ファンドの運用実績に関する情報提供を目的として野村アセットマネジメントが作成した資料で、投資勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると考えられる 
情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料中の記載事項は、当資料作成時点のものであり、事前の連絡なしに変更されること 
があります。なお、当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。ファンドは、債券等の値動きのある有価証券等に実質的に、または直接投
資します（また、外貨建資産に投資しますので、この他に為替変動リスクもあります。）ので、基準価額は変動します。したがって、元金が保証されているものではありません。ファンドに 
生じた利益および損失はすべて受益者に帰属します。 

野村アセットマネジメント株式会社 

「日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし） 愛称：ボンドジャパン」 

設定後のポートフォリオについて 

2016年4月8日 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

2016年3月18日に設定しました「日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし） 愛称：

ボンドジャパン」のポートフォリオの状況についてお知らせいたします。 

市況動向や市場の流動性、ファンドの資金動向等を勘案しながら銘柄選定を行ない、ポートフォリオを構築した結果、

2016年4月4日現在のポートフォリオは以下の内容となりました。 

  

【受益者の皆様へ】 
 

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 

ポートフォリオ特性値 

・ポートフォリオ特性値は、ファンドの組入債券等（現金を含む）の各特性値（クーポン、 
 最終利回り、デュレーション）を、その組入比率で加重平均したものです。また格付の   
 場合は、現金等を除く債券部分について、ランク毎に数値化したものを加重平均して 
 います。 
・平均最終利回り（為替ヘッジ後）は、為替ヘッジコストを反映し、表示しています。 
・デュレーション：金利がある一定割合で変動した場合、債券価格がどの程度変化する        
  かを示す指標。 
＊平均格付とは、基準日時点で投資信託財産が保有している有価証券に係る信用格  
  付を加重平均したものであり、当該投資信託受益証券に係る信用格付ではありません。  

業種別配分比率 格付別配分比率 

ポートフォリオの資産内容（2016年4月4日現在）       

証券種別配分比率 

＊各ファンドが投資対象とする「日本企業外貨建て債券マザーファンド」の資産内容です。 
    「日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）」（「為替ヘッジあり」といいます。）におけるマザーファンドの組入比率 ： 94.3％ 
    「日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）」（「為替ヘッジなし」といいます。）におけるマザーファンドの組入比率 ： 98.3％ 

・東証33業種分類によります（東証非上場 
 会社は野村アセットマネジメントが分類）。 

・債券格付によるものです。 
・S&P社あるいはムーディーズ社のいずれか 
 の格付機関の高い方を採用しています。 
 表示はS&P社に基づきます。 
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銘柄数 16銘柄
平均クーポン 3.8%
平均最終利回り 2.9%
平均最終利回り（為替ヘッジ後） 2.2%
平均デュレーション 4.6年
平均格付 A-
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上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。 

通貨別配分比率 

償還年別配分比率 

国別配分比率 

組入上位5銘柄 

 （前ページからの続きです。）  

・業種は東証33業種分類によります（東証非上場会社は野村アセットマネジメントが分類）。 
・債券格付はS&P社あるいはムーディーズ社のいずれかの格付機関の高い方を採用して 
 います。表示はS&P社に基づきます。 

・国は、発行体もしくはその親会社本社の 
  所在地で区分しています。 

期間：2018年～2025年  （ファンドの信託終了日：2020年9月9日） 

■2020年9月9日までに償還 
■2020年9月9日以降に償還 

米ドル
99.6%

円
0.4%

・比率は現金部分を除く。 

日本
98.3%

その他の資産
1.7%

発行体 業種 証券種別 クーポン（％） 償還日 債券格付 通貨 純資産比（％）

日本生命保険 保険業 劣後債 5.100 2024年10月16日 A- 米ドル 8.4

三井住友海上火災保険 保険業 劣後債 7.000 2022年3月15日 A- 米ドル 8.3

損保ジャパン日本興亜 保険業 劣後債 5.325 2023年3月28日 A- 米ドル 8.2

ソフトバンクグループ 情報･通信業 普通社債 4.500 2020年4月15日 BB+ 米ドル 8.1

みずほ銀行 銀行業 普通社債 2.450 2019年4月16日 A+ 米ドル 8.0
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【運用状況】  

ファンドは3月18日の設定以降、速やかにポートフォリオ構築を行ない、予定しておりました日本企業が発行する外貨

建て社債の組入れを完了しております。2016年4月4日現在の組入比率は98.3％（マザーファンドにおける組入比率）と

なっております。 

足元の市場動向につきましては、3月中旬に開催されましたFOMC（米連邦公開市場委員会）において、委員による

政策金利見通しが下方修正されたことに加えて、FOMC後の会見でイエレン議長が先行きの利上げ見通しに関して慎

重な姿勢を示したこと等を背景として、米国国債利回りは緩やかに低下する一方、為替動向（円/米ドル）につきまして

は円高基調で推移しました。米国社債スプレッドの動向につきましては、このところ持ち直しの兆しを見せていた原油価

格が再び下落基調に転じたものの、グローバルな金融緩和環境が継続するとの見通しの下、底堅く推移しています。

ファンドが保有する日本企業の外貨建て社債のスプレッド動向につきましても、米国社債市場と同様に安定的に推移し

ています。 

基準価額の動向につきましては、保有社債のインカムゲイン効果や社債利回り低下に伴うキャピタルゲイン効果がプ

ラスに寄与しました。一方で、ポートフォリオ構築に係る売買コストがマイナス要因となったことなどから、「為替ヘッジあ

り」の2016年4月4日現在の基準価額は、9,998円、「為替ヘッジなし」では、円高進行に伴う為替効果もマイナスの要因

となったことから、9,916円となりました。 

【今後の見通しおよび運用方針】  

米国では昨年12月にリーマンショック以来初めてとなる利上げが実施され、今後も政策金利の引上げが見込まれます。  

しかしながら、引き続き原油価格の下落等を背景に新興国景気の減速懸念が残ることや、米ドル高の進行が輸出企業

を中心とした企業業績の下押し圧力になるとの見方等から、先行きの米国景気が緩やかな成長に留まれば、当面の政

策金利の引上げに関しても緩慢なペースに留まるものと見込んでおります。また、日本・欧州においても当面は緩和的

な金融政策の継続が見込まれること等を背景として、金利・社債スプレッド水準ともに概ね安定的に推移するものと見込

んでおります。 

ファンドが保有する日本企業の業績・財務動向につきましても、これまでの堅調な企業業績のもと財務基盤の強化を

進めてきたことから懸念は小さいものと見込んでおりますが、引き続き市場動向を注視しながら、安定したポートフォリオ

の維持に努めてまいります。 

 

 今後とも「日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり）/（為替ヘッジなし） 愛称：ボンドジャパン」を 

ご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 

以上 

運用状況       

今後の見通しおよび運用方針       
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【ご留意事項】 
・投資信託は金融機関の預金と異なり、元本は保証されていません。                            

・投資信託は預金保険の対象ではありません。 

・登録金融機関が取り扱う投資信託は、投資者保護基金制度が適用されません。 

◆ 設定・運用は 

  商号 ： 野村アセットマネジメント株式会社 
  金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第373号 
  加入協会 ： 一般社団法人投資信託協会／一般社団法人日本投資顧問業協会 

ファンドの募集期間は終了しました。 

（2016年4月現在） 
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